
■調査旅費 ■負料作成費 ■頁料購入費 ■広報費 ■広聴費 一残額（市へ返還） 会議費

令
和
7
年
4
月
5
1
0月
交
付
分
収
支
状
況

凛風会(7月~1名減）
1,180,000 

自由民主党誠翔会
840,000 

公明党
420,000 

日本共産党甲賀市議員団
420,000 

糸目仁樹
140,000 

福井進
140,000 

村木慶太郎
140,000 

合計

j 

• 
駐~• I 一 126,457(90.3%)

； 

56, 195(40.1%) ―-i 
~ I 

； 匝四翌，

一43,000(30.7%) 97,090(69.3%) 

3,280,000 
L 

゜
100 

令和7年麿政務活動費報告
（令和7年4月1日～令和8年3月31日）

議会の会派には調査研究等に資するため、必要な経費の一部として政務活動費が交付されていま

す。甲賀市の政務活動費は、議員1人あたり月額2万円で、所属会派（無所属議晨にあっては1固人）
に交付し、年度末にその使途を明確にして精算し、残金（利息を含む）は返還しています。領収書

の写し等はホームページで公開しています。

凛風会

700,000 

令 瑞誠の会
700,000 和

日本共産党甲賀市3議00員,0団00 

7 
年
11 
月 公明党

200,000 s 
霜 糸目仁樹

100,000 8 
年
福井進

100,000 3 

~ 村木慶太郎
100,000 付

分
長源一

100、000， 若狭健太
100,000 

況
合計

2,400,000 L 

゜
80 100 

（利息含む）

・. ・・・・・市議会だより
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議
員
定
数
と
議
員
報
酬
は
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
甲
賀
市
が
誕
生
し
て

20年
が
経
過
し

ま
し
た
。
「
よ
り
身
近
で
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
」
へ
拡
充
し
て
い
く
た
め
に
、
議
会
改
革

推
進
特
別
委
員
会
を
軸
に
、
全
て
の
議
員
が
、
あ
ら
た
め
て
真
正
面
か
ら
議
論
を
始
め
ま

し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
率
直
な
ご
意
見
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で

特
集
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
で
話
し
合
い
ま
し
た
。

山
岡
（
委
員
長
）

前
期
は
、
甲
賀
市
譲

会
基
本
条
例
を
逐
条
的
に
検
証
し
ま
し

た
。
今
期
の
譜
会
改
革
推
進
特
別
委
員

会
は
、
そ
の
な
か
で
課
題
に
な
っ
て
い

た
譲
員
定
数
と
譜
員
報
酬
に
つ
い
て
、

正
面
か
ら
譲
論
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

谷
永
（
副
委
員
長
）
「
議
員
報
酬
を
あ
げ

る
た
め
に
議
員
定
数
を
減
ら
す
」
と
、

セ
ッ
ト
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
の
位
置
づ
け
、
あ
り
方
に
つ
い
て

議
論
し
、
そ
の
な
か
で
結
論
を
導
き
出

す
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

山
岡

は
い
。
こ
の
議
論
を
通
じ
て
譲
会

も
そ
れ
ぞ
れ
の
譜
員
活
動
も
よ
り
充
実

さ
せ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

木
村
（
委
員
）

市
民
目
線
と
い
う
か
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、
日
々
の

暮
ら
し
に
と
っ
て
、
譲
会
が
ど
う
見
ら

れ
て
い
る
の
か
。
こ
こ
も
大
事
。

谷
永

講
会
改
革
ラ
ン
キ
ン
グ
と
い
う
の

が
あ
る
ん
で
す
が
、
甲
賀
市
謙
会
は
、

2
0
2
5
年
は
総
合
39位
に
。

(22
頁

参
照
）
。

小
倉
（
委
員
）

確
か
前
年
は

96位
。
議

会
と
し
て
意
見
交
換
会
を
行
う
な
ど
広

報
広
聴
機
能
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
反

映
で
す
。
今
年
は
、
譜
場
コ
ン
サ
ー
ト

や
忍
者
給
食
訪
問
な
ど
の
企
画
も
あ
っ

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
接
点
が
広
が

っ
た
感
が
あ
り
ま
す
。

糸
目
（
委
員
）

譜
会
広
報
を
議
員
が
手

作
り
で
編
集
し
て
い
る
の
も
甲
賀
市
な

ら
で
は
。
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
し
て
い
る
。

な
か
な
か
難
し
い
で
す
が
ね
。

〖そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て

真
剣
に
議
論
を
始
め
ま
し
た
。

山
岡

で
す
か
ら
、
議
員
定
数
と
議
員
報

崩
に
つ
い
て
の
譜
論
も
、
譜
会
の
中
で

し
っ
か
り
と
し
た
議
論
を
深
め
な
い

と。

谷
永

他
市
は
ど
う
か
、
と
す
ぐ
比
べ
て

し
ま
い
ま
す
が
（
笑
）
。

小
倉

合
併
し
た
自
治
体
、
人
口
規
模
、

広
大
な
面
積
。
県
内
に
は
、

19市
町
が

あ
り
、
一
定
の
モ
ノ
サ
シ
に
は
な
る
の

で
見
比
べ
る
の
も
い
い
け
れ
ど
、
甲
賀

市
謙
会
と
し
て
し
っ
か
り
と
議
論
す
る

こ
と
が
大
事
。

山
岡

講
員
定
数
で
い
え
ば
、
甲
賀
市
が

誕
生
し
た
時
は

80人
だ
っ
た
。
最
初
の

選
挙
の
時
は
、
旧
町
単
位
に
定
数
が
決

め
ら
れ
て
総
数
で
30譜
席
。
そ
の
後
27

議
席
、
現
在
の
24
講
席
に
。

木
村

三
つ
の
常
任
委
員
会
で
譜
論
す
る

に
は
、
現
在
の
7
人
は
絶
対
必
要
で
す

ね
。
前
期
3
人
欠
員
の
時
期
が
あ
っ
て

「
そ
れ
で
も
議
会
は
機
能
し
た
」
と
い

議会改革
,・ 

市饒会だより -・
2026.8 /會
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議員定数に対するアンケートは、頂柄のままjが9人 (38
％）。［削減すればいいlが12人 (50%)、rわからないj
が3人 (13%)でした。「人口は減少しているが、 面積が
広いlというなかで議会の機能をどう発揮していくのか。
「昨今の社会情勢や近隣市町の状況を鑑みると現定数でい
いのかどうかjとの意見も。

一現行のまま21引き上げるべき
3わからない

議員報邸に対するアンケートでは、「現行のまま」は3人
(13%), 「引き上げるべき」は17人 (71%)で、「わから
ない」は4人 (17%)でした。「物価上昇活動璽や譲員

の役割の重さからすれば引き上げを」「20年前妥当とした
額がそのまま」 「定数に関係なく引き上げを」「適正な額
がわからない」という意見も。

臼
日
日r
疇
亨疵

品

且

“"E-

う
声
が
あ
り
ま
す
が
、
難
し
い
。

谷
永

当
時
総
務
常
任
委
員
会
は

5
人
に

な
っ
て
、
正
直
、
譜
論
が
深
ま
ら
な
い

こ
と
も
。

山
岡

党
派
も
違
う
、
地
域
も
違
う
、
年

齢
も
違
う
、
考
え
方
も
違
う
、
多
様
な

人
が
選
挙
で
選
ば
れ
て
、
真
剣
に
護
論

し
て
い
く
に
は
、
定
数
が
い
く
ら
で
あ

っ
た
ら
い
い
の
か
。
多
様
な
意
見
を
反

映
す
る
た
め
の
定
数
と
は
：0

木
村

謙
会
基
本
条
例
を
学
ぶ
中
で
、
議

員
は
「
地
域
代
表
」
で
は
な
い
、
市
民

の
代
表
、
市
民
か
ら
負
託
を
受
け
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

小
倉

講
員
報
酬
は
ど
う
か
。
甲
賀
市
議

会
は
変
わ
っ
て
い
な
い
ん
で
す
ね
。

山
岡

は
い
。

20年
間
。

糸
目

若
い
人
が
議
員
に
挑
戦
す
る
場

合
、
な
か
な
か
厳
し
い
。
子
育
て
世
代

な
ら
な
お
さ
ら
。

谷
永

そ
れ
は
そ
の
通
り
で
す
が
、
謙
員

は
報
酬
。
給
与
で
は
な
い
。
報
酬
と
は

何
か
、
い
ろ
い
ろ
と
議
論
が
あ
る
と
こ

ろ
。
こ
れ
は
ま
さ
に
議
員
活
動
に
通
じ

る
話
。

糸
目

で
も
副
業
と
い
う
か
、
別
の
収
入

が
な
い
と
議
員
活
動
を
続
け
ら
れ
な
い

と
い
う
の
で
は
ダ
メ
。
本
来
は
、
譜
員

に
専
任
で
き
る
額
と
い
う
の
が
必
要
で

は
。

木
村

現
実
的
に
は
、
い
わ
ゆ
る
生
活
給
、

と
い
う
側
面
が
あ
る
。
若
い
人
材
を
求

め
る
場
合
、
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
人
は
、

そ
の
こ
と
が
壁
に
な
ら
な
い
よ
う
に
。

小
倉

譜
会
開
会
中
だ
け
が
議
員
活
動
で

は
な
い
。
日
々
が
講
員
活
動
。
そ
の
点

を
ど
う
評
価
す
る
か
で
す
ね
。

山
岡

譜
員
定
数
と
譜
員
報
酬
は
、
譜
会

活
動

・
譲
員
活
動
を
ど
う
充
実
さ
せ
る

の
か
、
と
一
体
の
も
の
。
今
後
1
年
か

け
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
も
お

聞
き
し
な
が
ら
、
謙
論
を
深
め
て
、
一

定
の
結
論
を
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
議
会
改
革
推
進
特
別
委
員

会
の
大
き
な
課
題
で
す
。

県内各市の議員定数 議員報酬 （晒祠8年畔畔匹は口l碑暉本鵠）及碑自治体ホームペー刃

：：：霊:~:l ;~~ I~:~: I ~~~ l~'.~::1ご闘□闘？ごは閑: 1 :~~ 1 :.~: 1 :~: 1 :: 1ば闘。：~93
＂員 宇費

嘉員定数（変遷）W 24 22 16 22 38 22 24 20 18 18 18 16 22 21 5 

讃決日 H27.12.18 R6.12.23 R6.6.28 R4.7.25 H24.12 R8.3.26 H12.3.24 H29.9.27 H22.6.29 H28.6.21 H25.9.1 R3.3.8 R2.6.30 

人0/定貝W 3,634 5,045 2,795 3.716 9.040 5,026 5.864 4,299 3,899 2.807 2.998 2,297 5,074 4,346 

面 (R7.9)(閲 481.62 388 693.05 17745 4641 196.87 67.82 55.73 5269 80.15 70.4 250.39 681.02 282 
面積／定貝(lull) 20.1 17.7 43.3 8.1 12 2 8.9 2.8 2.8 2.9 45 3.9 15.6 31.0 13.4 

偏考 的43か韮

議員報酬（円）

講畏

副議長

讚貝

備考

：三［［匿□昨三国:ir~国且芸I翌言菩蓉芦司三［直戸国至善［国国三;

・・・・・・市議会だより..• 
・, vol.87 
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冒亘

儡園

2026年4月18日（土）

議場が初のコンサート 、ヽ会場になりました。 たくさん

の方々にお越しいただき、「楽しいひととき」「謙会を身近

に感じた」等、お声をいただきました。初めての試みでし

たが、皆様に喜んでいただけたようで、大変嬉しく、感

謝申し上げます。

皆様からのお声を紹介させていただきます。

「音を楽しむ時間とてもありがたいです。癒されました」

「美しい音色に心うたれました」

「また、企画をお願いします」

ご要望もいただきました。

「皆が住み良い街づくりに期待しています」

「コミバスを小さくして小回りがきけばいい」

など、皆様のお声を大切に活かしていきたいと思います。

．
 

フルートデュオ,'f花
＊大滝えみさま

＊奥貫美智子さま

～フルートニ重奏春のしらべ～

罰胃~『霰;Jt~ ~Sm!':.i~ 

議場コンサート
．． 

市饒会だより．．
,・ 

2026.8 / 
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委

鰤料~=柘濯
4月17日 調査

5月22日

報告

調査

報告

みんなが主役のまちづくリ「まちづくり基本条例」につ

いて

第 2次甲賀市多文化共生推進計画見直し（案）に係るパ
プリックコメント、令和8年度地域末来交付金（デジタ
ル実装型）の採択、令和7年度甲賀市防災会議の会議結果、
令和6年度決算甲賀市財務書類について

甲賀市シテイプロモーション戦略方針（甲賀市広報戦略

方針 ：改定）の策定方針について

甲賀市地域情報塞盤（施設等）民間移行事業の進捗につ

いて

み
ん
な
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
に
つ
い
て

甲
賀
市
ま
ち
づ
く
リ
基
本
条
例
は
平
成

28年
4
月
1
日
施
行
さ
れ
、
自
治
の
基
本

理
念

【市
民
が
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
】
や

市
政
運
営
の
基
本
的
な
事
項

【市
民
、
艤

会
、
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
市
民
参

加

・
協
働
な
ど
】
、
甲
賀
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
ル
ー
ル
を
定
め
た
も
の
で
す
。

特
徴
は
、
①
み
ん
な
で
考
え
て
つ
く
り

ま
し
た
。
②
第
8
条
で

「子
ど
も
の
権
利
」

に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。
③
第
17
条
と

18
条
で

「区
及
び
自
治
会
」
「
自
治
振
興

会
」
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

条
例
を
活
か
し
て
い
く
た
め
に
は
、
協

働
で
情
報
共
有
、

市
民
参
加
、
信
頼
関
係

が
大
切
で
す
。

Q
第
13
条
「
市
民
の
役
割
及
び
責
務
j

と
し
て
市
民
同
士
の
支
え
合
い
や
社

会
の
ル
ー
ル
を
守
る
責
務
と
あ
る
が
、

責
務
と
書
く
意
味
は
何
か
。

A
市
民
委
員
か
ら
「
責
務
」
と
い
う
言

葉
が
出
て
き
た
。
行
政
や
他
主
体
か

ら
言
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、「
各
主
体

そ
れ
ぞ
れ
が
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
」

と
い
う
思
い
か
ら
出
て
き
た
と
思
っ

濱
甲賀市

まちづくり基本条例

~・ オール甲賀”ですすめる
まちづくりをめざして～

「甲賀市まちづくり基本条例」は、

市民、議会、市行政が運携、協力
してまちづくりを進めていくための

基本的なルールを定めたものです。

+ （令甲賀古

一
人
ひ
と
リ
が
ま
ち
づ
く

り
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

Q
本
条
例
が
知
ら
れ
て
い
な
い
現
状
、

責
務
が
あ
る
な
ら
、
市
民
に
ど
の
よ

う
に
周
知
す
る
の
か
。

A
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
62
.
2
％
が
知

ら
な
い
と
回
答
、
結
果
を
重
く
受
け

止
め
、
時
勢
に
応
じ
た
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
を
医
り
、
出
前
講
座
や
勉
強
会
等

の
開
催
、
若
者
世
代
が
主
体
的
に
ま

ち
づ
く
リ
に
参
画
で
き
る
よ
う
、
オ

ン
ラ
イ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
オ
ー
ム
の
活

用
等
参
画
し
や
す
い
関
係
づ
く
リ
を

推
進
す
る
。

て
い
る
。

甲
賀
市
シ
テ
イ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦

略
方
針
（
甲
賀
市
広
報
戦
略
方
針
占
改

[
邑
の
策
定
方
針
に
つ
い
て

第
2
次
甲
賀
市
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

「広
報
力
の
強
化
」
に
よ
る
シ
テ
イ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
や
イ
ン
ナ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

組
織
の
新
設
~令
和
8

年
4

月
の
機
構
改

革
に
よ
リ
、
若
者

・
子
育
て
世
代
へ
の
訴

求
や
、
ふ
る
さ
と
納
税

・
移
住
定
住
施
策

を
戟
略
的
に
進
め
る

「シ
テ
イ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
推
進
課
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

方
針
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
[
定
義
や
取
組
を

可
視
化
し
、
市
民
や
民
間
事
業
者
ら
と

一

体
と
な
っ
て

「ま
ち
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
」

を
進
め
る
た
め
、
従
来
の
「
広
報
戦
略
方

針
」
を
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

方
針
」
へ
と
発
展
さ
せ
ま
す
。

今
後
の
進
め
方

]
元
2
次
総
合
計
画
の
期

末
（
令
和
10年
度
）
ま
で
の
3
年
間
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
本
方
針
の
策
定
と
具

体
的
な
事
業
の
実
行

・
改
善
を
並
行
し
て

集
中
的
に
行
い
ま
す
。
取
組
視
点
は

•

ま
ち
を

「お
す
す
め
」
し
た
い

•

ま
ち
を
よ
リ
良
く
し
た
い

•

ま
ち
で
活
躍
す
る
人
を
応
援
し
た
い

・・・・・・・市謹会だより．． ．． , vol.87 
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委

鰤料~="~冒
4月13日 調査

報告

5月13日

5月18日

調査

調査

報告

国民健康保険の保険料水準の統ーについて

障害福祉サービスに係る自立支援給付費の加算金不正受給

について

1言楽小学校改築 (1期） 工事の進捗報告について
甲賀市立小中学校の教職員に関する業務量管理・健康確保

措窟に関する実施計画について

図書館5館現地踏奎

子育て支援施設整備方針に基づく保肯施設等再編の進捗状

況について

（仮称）甲南なかよし第二児童クラブの施設整備について

学校再編事業の今後の取組について 他

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
国
民
健
康
保
険

料
（
税
）
の
水
準
を
県
内
で
統

一
す
る
取
組

に
つ
い
て
、
進
捗
状
況
と
懸
念
事
項
に
つ

い
て
確
認
し
ま
し
た
。

Q
県
内
で
統

一
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
危

機
的
な
状
況
が
緩
和
さ
れ
る
の
か
。

A
年
々
医
療
費
が
上
昇
す
る
中
で
、
そ

の
変
動
を
県
内
市
町
で
支
え
合
う
形

で
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
る
。

甲
賀
市
子
育
て
支
援
施
設
整
備
方
針

に
基
づ
く
保
育
施
設
等
再
編
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

Q
新
た
な
保
育
施
設
の
立
地
や
公
立

・

民
間
の
整
備
方
針
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。
ま
た
既
存
民
間
園
の
老
朽

化
対
策
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

A
立
地
に
つ
い
て
は
送
迎
や
交
通
利
便

性
を
考
慮
し
て
検
詞
す
る
。
公
立

・

民
間
の
区
分
は
末
定
。
民
間
運
営
は

＿
定
の
園
児
数
確
保
が
必
要
と
考
え

る
。
既
存
民
間
園
の
老
朽
化
対
策
は

補
助
制
度
を
活
用
し
計
画
的
に
整
備

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
（
税
）
水
準

の
統
一
に
つ
い
て

甲賀図困情報館にて

支
援
し
て
い
く
。

Q
今
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
地
域

・

保
護
者
説
明
会
で
は
、
ど
の
よ
う
な

内
容
を
説
明

・
協
議
す
る
予
定
か
。

ま
た
候
補
地
は
ど
の
段
階
で
示
す
考

え
か
。

図
書
館
5
館
現
地
踏
査

市
内
図
書
館
5
館
す
べ
て
を
訪
問
、
現

況
と
課
護
に
つ
い
て
調
査
確
認
し
ま
し
た
。

A
初
回
は
保
育
環
境
や
整
備
の
考
え
方

を
説
明
し、

候
補
地
の
貝
体
提
＿
ホ
は

今
後
検
討
す
る
。
段
階
的
に
議
論
を

深
め
、
年
度
内
に
方
向
性
を
決
定
し

た
い
。

報
告
事
頂

Q
建
設
予
定
地
の
検
討
の
過
程
は
。

A
当
初
、
甲
南
第
二
小
学
校
敷
地
内
や

隣
接
地
が
候
補
で
あ
っ
た
が
、
学
校

周
辺
は
浸
水
区
域
で
あ
り
、
甲
南
西

保
育
園
跡
地
と
し
た
。

Q
児
童
ク
ラ
ブ
ま
で
歩
い
て

10
分
。
安

全
は
確
保
さ
れ
る
か
。
児
童
ク
ラ
ブ

へ
の
通
所
は
固
別
か
集
団
か
。
迎
え

は
あ
る
の
か
。

A
学
年
に
よ
リ
集
団
下
校
、
徒
歩
で
児

童
ク
ラ
ブ
ヘ
向
か
う
。
安
全
面
で
は
、

例
え
ば
事
業
者
が
迎
え
に
行
く
な
ど
、

期
間
等
を
含
め
検
討
し
た
い
。

（
仮
称
）
甲
南
な
か
よ
し
第
二
児
童

ク
ラ
ブ
の
施
設
整
備
に
つ
い
て

議会活動レポート
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尉料~Mtl
4月15日 調査

報告

5月20日 査
告
調

報

新基本計画実装 ・農業構造転換支援事業について

令和7年度長距離通勤支援の実績について
近江鉄道沿線地域公共交通生成協議会について

下水道使用料の改定に係る答申について

信楽産業展示館指定管理事業について

オウム真理教対策の状況について

委 員 会

J
A
こ
う
か
が
整
備
を
進
め
る
「
J
A

こ
う
か
広
域
育
苗
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
」

の
現
地
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
事
業

は
、
高
齢
化
や
担
い
手
不
定
が
進
む
中
に

お
い
て
も
、
甲
賀
地
域
の
水
稲
農
業
を
維

持
•

発
展
さ
せ
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
複

数
の
育
苗
セ
ン
タ
ー
を
集
約
し
、
効
率
的

で
持
続
可
能
な
苗
供
給
体
制
を
構
築
す
る

も
の
で
す
。
現
地
で
は
、
育
苗
施
設
の
整

備
計
画
や
最
新
設
備
の
導
入
内
容
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
作
業
の
省
力
化
や
品
質

向
上
、
安
定
供
給
に
向
け
た
取
組
を
確
認

し
ま
し
た
。

新
基
本
計
画
実
装
・
農
業
構
造

転
換
支
撲
事
業
に
つ
い
て

～
 

シ
<

u
 

>
ン

信
楽
産
業
展
示
館
は
、
県
立
陶
芸
の
森

と

一
体
整
備

・
運
営
さ
れ
て
き
た
施
設
で

あ
リ
、
同

一
敷
地
内
の
県
営
施
設
と
市
営

施
設
の
管
理
運
営
を
公
益
財
団
法
人
滋
賀

喋
陶
芸
の
森
が
指
定
管
理
を
非
公
募
で
選

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
8
年
第
2
回
定

例
会
で
指
定
管
理
期
間
1
年
間
で
施
設
の

あ
リ
方
に
つ
い
て
確
認
を
行
う
と
決
め
た

た
め
、
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

有
人
警
備
の
廃
止
検
討
や
施
設
の
老
朽

化
な
ど
検
討
課
題
も
多
く
、
施
設
維
持
に

向
け
て
指
定
管
理
者
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
年
内
に
は
一
定
の
方
向
を
決
め

結
論
を
出
す
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

信
楽
産
業
展
示
館

指
定
管
理
事
業
に
つ
い
て

市
内
商
工
事
業
者
の
人
材
確
保
及
び
従

業
員
の
就
労
継
続
を
図
り
、
事
業
維
持
及

び
持
続
的
発
展
に
資
す
る
た
め
、
長
距
離

通
勤
支
援
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

確
定
実
績
交
付
件
数

22社
1
0
5人

6
2
2
万
円

交
付
金
額

令
和
7
年
8
月
か
ら
7
回
に
わ
た
り
、

甲
賀
市
下
水
道
事
業
の
現
状
と
使
用
料
改

定
の
必
要
性
や
使
用
料
改
定
の
考
え
方
に

つ
い
て
甲
賀
市
下
水
道
審
議
会
の
答
申
を

受
け
委
員
会
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

所
管
委
員
会
が
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

か
ら
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
変
わ
り
ま

し
た
。
最
近
の
活
動
状
況
、
甲
賀
市
オ
ウ

ム
対
策
住
民
協
議
会
の
活
動
内
容
な
ど
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ウ
ム
真
理
教
対
策
の状
況
に
つ
い
て

下
水
道
使
用
料
の
改
定
に

係
る
答
申
に
つ
い
て

令
和
7
年
度
長
距
離
通
勤
支
援
金
の

実
績
に
つ
い
て

•, ・·•.・市議会だより
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広聴部会活動輻告 に
I希望ケ丘学区まちづくり協議会(6月4日）
広聴部会1班

出席議貴 ：西村（部会長）、福井（班長）

谷永、岡田、奥村

くく主な意見等≫

●令和8年度から新しくなった自

治振興交付金の利用についての

具体的な整理ができていないと感じる。

●法令等の関係で地域が実施する移動支援には限界がある。

●協働の捉え方として、地域と行政の役割分担が不明確である。

●指定管理者制度などにおける使用料減免の考え方が統一されていないと感じる。

I 山内まちづくり協議会(6月20日）
広聴部会2班

出席艤員：西村（部会長）、北田（班長）

田中、村木

≪主な意見等≫

●地城活動を担う若い世代が少ない。行事

や地域の役などに負担を感じている。

●小学校や保育圏が閉校・閉園して、大人数で集まる場所が限られている。

●災害時地域の避難施設の改修、収容力の確保が必要である。

●空き家の除却に対する費用の拡充を検討してほしい。

●高齢者の外出を確保する「福祉団体バス助成の拡充」や「公共交通の拡充」が必要。

I 鳥居野区(7月8日）
広聴部会1班

出席議輿 ：瀬古（委罠長）、西村（部会長）、

福井（班長）、谷永、岡田、奥村

くく主な意見等≫

●避難場所のアクセス道路（広域農道）への

歩道設置、歩行者専用橋の設置が必要。

●区長を対象にした補助金申請内容の詳し

い説明が欲しい。今では不十分と感じる。

●災害時の要支援者への対応や情報伝達の面に不安を感じている。

●福祉団体バス助成について、来年度以降の減額の方針を見直してほしい。

●工業団地の今後のあり方が、地元に詳細に伝わっていないと感じる。

甲
賀
市
議
会
広
報
広
聴
委
員
会
広
聴
部
会
で
は
、

6
月
4
日
ー
7
月
13日
に
か
け
て
、
「
区
・
自
治
会
、
自
治
振
興
会
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
を
対

象
に
し
た
4
件
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ご
応
募
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
は
、
各

班
で
取
り
ま
と
め
た
も
の
が
、
実
施
報
告
書
と
し
て
議
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
必
要
に
応
じ
て
、
各
常
任
委
員
会
で
よ
り
良
い
方
向
に
向
け
た

議
論
が
行
わ
れ
ま
す
。

議会活動レポート
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I 囀区(7月13日） I 

広聴部会3班

出席議~ : 瀬古（委貴長）、西村（部会長）

橋本（班長）、糸目、木村

くく主な意見等≫

• ライドシェアなど実証実験もなされているが、

買い物や通院のための高齢者の移動手段の拡

充が必要と考える。

●民間の医療機関と連携した移動手段の確保の

検討をしてほしい。

広報広聴委員会

●実施事業者と連携して移動販売の実施場所や時間をわかりやすくしてほしい。

●市の清報（補助金やサービス）を匿接、住民（特に高齢者）に説明する機会を作ってほしい。

●若者が定眉するシテイプロモーションを確実に展開すべきと感じる。

※以上4件の内容については、実際の意見者の表現と多少異なる場合があります。

圃 【議長へ実施報告書（中間報告）を提出】

7月14日に広報広聴委員会（瀬古委員長、西村広聴部会長）から戎脇議長へ4件の実施報告

書の提出を行いました。なお、後半4地域との意見交換会も含め、最終報告を提出する予定です。

実施報告書については、各班で 「実施内容」「主な意見等」「今後、議会として取リ組むべき

と考える事項」が内容として記載されています。
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本
特
別
委
員
会
は
、
市
が
推
進
す
る
公
民
連
携
手
法
の
有
効
性
を
調
査
す
る
た
め

に
昨
年

12
月
に
設
置
さ
れ
、
積
極
的
に
調
査
や
視
察
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
別

委
員
会
で
は
去
る
5
月
11
日

・
12
日
の

2
日
間
、
山
口
県
周
南
市
、
香
川
県
坂
出
市

に
お
い
て
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

徳
山
駅
前
賑
わ
い
交
流
施
設
整
備
事
業

に

つ

い

て

山

口

県

周

南

市

徳
山
駅
前
賑
わ
い
交
流
施
設
は
平
成

30
年
に
オ
ー
プ
ン
し
、
年
間

2
0
0
万

人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
指
定
管
理
者

は

C
C
C
（
カ
ル
チ
ュ
ア
・
コ
ン
ビ
―
―
工

ン
ス

・
ク
ラ
ブ
）
で
、
図
書
館
を
メ
イ
ン

に
書
店
や
カ
フ
ェ
も
併
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
自
主

事
業
も
開
催
さ
れ
て
お
リ
、

駅
を
中
心

と
し
た
賑
わ
い
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
団

坂
出
市
中
心
市
街
地
活
性
化
公
民
遷
携

事
業

に

つ

い

て

香

川

県

坂

出

市

坂
出
市
で
は
公
民
連
携
基
本
計
画
を

策
定
し
公
民
連
携
事
業
を
行
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。

中
心
市
街
地
活
性
化
公
民
連
携
事
業

で
は
①
坂
出
駅
前
エ
リ
ア
と
②
坂
出
緩

衝
エ
リ
ア
等
の
公
民
連
携
事
業
に
取
リ

組
ま
れ
て
お
り
、
坂
出
駅
前
エ
リ
ア
で

は
道
路
整
備
等
と
と
も
に
駅
前
拠
点
施

設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
駅

前
拠
点
施
設
は
図
書
館
を
中
心
に
「
ま
ち

の
リ
ビ
ン
グ
」
を
目
指
し
て
整
備
が
進
ん

で
い
ま
す
。

周
南
市
及
び
坂
出
市
の
そ
れ
ぞ
れ
の

取
組
は
規
模
は
大
き
い
も
の
の
、
図
書

館
を
中
心
に
賑
わ
い
づ
く
リ
を
進
め
て

お
ら
れ
、
貴
生
川
駅
周
辺
整
備
事
業
の

参
考
と
な
る
と
と
も
に
、
委
員
会
の
共

通
認
識
に
も
つ
な
が
リ
ま
し
た。

公
民
連
携
調
査
特
別
委
員
会

濠示
議買表彰 鶏

j
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早稲田大学デモクラシー創造研究所が「地

域経営のための議会改革度調査2025」ランキ

ングを公開し、甲賀市議会は1,372議会中39

位です。

2023年

I 全国総合

114位

2024年

96位

2025年

39位

I 滋賀県内総合

4位 4位 1位
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全国市議会議長会第102回定期総会におい

て、甲賀市議会から山岡議貝が表彰されました。

在職20年 山岡 光広 議員

議会活動レポート
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令
和
8
年
第
2
回
甲
賀
広
域
行
政
組

合
議
会
臨
時
会
が

7
月
1
日
開
か
れ
、

高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
中
問
整
備

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
議

案
が
提
案
さ
れ
、
全
会

一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。
高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
は
、

1

1
9番
通
報
の
受
付
か
ら
緊
急
車
両
の

出
動
指
令
、
現
場
活
動
を
迅
速
か
つ
適

格
に
支
援
す
る
消
防
本
部
の
中
枢
と
な

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

現
在
、
運
用
中
の
高
機
能
消
防
指
令

シ
ス
テ
ム
は
、
平
成
30
年
3
月
か
ら
運

用
を
開
始
、
9
年
目
に
な
る
こ
と
か
ら
、

各
種
情
報
通
信
機
器
の
整
備
費
用
や
維

持
管
理
費
が
増
大
し
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
部
品
供
給
限
界
期
間
と
な
る

令
和
13
年
度
に
は
、
全
部
更
新
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
今
回
そ
の
主
要
機
器

の
一
部
を
更
新
す
る
た
め
の
契
約
で
す
。

契
約
金
額
は
、

2
億

4
9
7
0
万
円
。

t1: 碕閂・叶号

令
和
8
年
第
2
回
臨
時
会

沖
電
気
工
業
株
式
会
社
と
随
意
契
約
を

結
ぶ
と
い
う
も
の
で
す
。

議
会
で
は
、
山
岡
光
広
議
員
が
①
な

ぜ
随
意
契
約
な
の
か
、
②
契
約
額
は
適

正
な
額
か
、
検
証
し
た
の
か
、
③
令
和

13年
度
に
全
部
更
新
と
な
る
と
概
算
予

算
は
ど
れ
だ
け
か
、
④
財
源
は
、
地
方

債
と
な
っ
て
い
る
が
、
有
利
な
地
方
債

な
の
か
、
今
後
の
更
新
に
際
し
て
も
同

様
な
の
か
、
と
4
点
に
つ
い
て
質
疑
し

ま
し
た
。

消
防
長
か
ら
は
、
「
本
体
が
沖
電
気

工
業
株
式
会
社
な
の
で
随
意
契
約
し
か

な
い
。
価
格
は
検
証
し
た
。
適
正
な
価

格
。
全
部
更
新
の
場
合
は
、
有
利
な
地

方
債
が
活
用
で
き
る
が
、

一
部
更
新
の

場
合
は
、
通
常
の
地
方
債
し
か
な
い
」

と
の
答
弁
で
し
た
。

採
決
の
結
果
、
全
会

一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

云一
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山
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7
月
1
日
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部分更新される消防指令システム

一問長
長

一長

事

事

事

事

一事

会

会

顧

会

副

＿副

理

理

理

理

理

暉

己

和

一駅

一虞

一堀

直

雙

醐

造

典

雄

一夫

玉

一子

剛

一進
一忠

恒

興

則

光

郁

甲
賀
市
で
は
平
成
26
年
に
名
神
名
阪
連
絡

道
路
の
実
現
に
向
け
同
議
員
連
盟
を
発
足
、
全

議
員
の
参
加
に
よ
り
要
望
活
動
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。

5
月
8
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和
8
年

度
通
常
総
会
で
は
左
記
の
と
お
リ
役
員
の
選

任
を
行
い
ま
し
た。

名
神
名
阪
連
絡
道
路

整
備
促
進
甲
賀
市
議
会

議
員
連
盟
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若狭

無会派

「音楽」大橋裕之原作うまくやろう

としない方が伝わることもあると気

付かされます。

長

ゾ

一
「となりのトトロ」トトロ、ねこバス

などあリ得ないことが自然と受入れ

られる世界観が好きです。

無会派

② 村木
「ショーシャンクの空に」

希望を捨てず、友情を信じて生き抜

く姿に勇気をもらいます。

無会派

冨増

健太

源一

慶太郎

力章

瑞誠の会

「幸せの黄色いハンカチJ
無数の黄色いハンカチが風にはため

く、ラストシーンが感動的で泣ける。

北田

[~ -問一答 Qあなたの好きな映画は?n 

麗子

瑞誠の会

これといって好きな映画を指定でき

ませんが、 「クレヨンしんちゃん」の

映画は感動します。

Cf) 「愛と青春の旅立ち」
人は努力と出会いによって成長でき

ることを教えてくれる作品。

中島 裕介

瑞賊の会

古賀

出口

友康

凛風会

「ストレート・オプ・ファイヤー」

助け出されたダイアン ・レインが演

じるロック歌手のステージは圧巻。

雅之

凛風会

「十二人の怒れる男」

撮影シーンは、1部屋だけ。1957年
白黒映画ヘンリー・フォンダ主演。

西田

凛風会

忠

「ニュー・ シネマ ・パラダイス」の映

画への愛に魅了され、舞台となった

シチリア島を旅しました。

福井 進

無会派

「ピッグ・ウェンズデーJ
学生時代に映画を観て、サーフボー

ドを買って仲間と海通いをしました。

無会派

幼少期によく見ていた 「プルースリ

ー」の映画が急に見たくなり、最近

再びはまっています。

糸目

西山

日本共醗甲賀洞顧阻l

「劇場叛名探偵コナン」

アニメながらコナンの運動能力と推

理能力には脱帽。聖地巡礼も楽しみ。

9月定例会の予定

仁樹

実

公明党

イタリア映画 「ひまわり』

反戦映画です。ラストシーンのウク

ライナのひまわり畑は圧巻です。

木村

奥村

員雄

則夫

瑞誠の会

「マトリックス』現実が仮想空間とい

う革新的な世界観と、超絶アクショ

ンの融合に心を打たれた。

小倉 剛
瑞誠の会

「七人の侍J人間同士の相互理解 ・社
会構造の不条理 ・命をかける意義が

描かれている。

瀬古

凛風会

「サウンドオプミュージック」

高校卒業時、 京都の映画館で感動し、

1日に2回観ました。

西村

幾司

慧

凛風会

「グレイテスト・ ショーマンJ
自らの大きな信念を買くため、 諦め

ず1;:__n_ち上がる勇気をもらえる。

岡田 重美

日本共産党甲賀市譲員団

「タイタニックJ
悲しい恋の結末、沈みゆく船での人

問模様、何度も観ました。

日本共産党甲賀市議員団

アランドロン 「太陽訊＼つltl、¥J
住井すゑさん 「橋のない川J
ともに高校生の時の映画です。

山岡

堀

公明党

rレインマン』です。最近見た映画は
r国宝J。見たい映画は 「急に具合が
悪くなるJです。

田中

端証の会

r男はつらいよ」
額に汗して働くこと。精一杯生きる

大切さを教えてもらいました。

rゴッドファーザー」
この頃の服装が最も好きかも。

戎脇

瑶証の会

橋本

谷永

光広

郁子

喜克

浩

恒典

凛風会

「となリのトトロ』

昭和が感じられるアニメで、ねこバ

スやトトロのバス停も出てくるから。

兼二

凛風会

『火火』信楽を舞台に、白血病に倒れ

た患子（同級生）を抱えた女性陶芸家

の苦難と克服の人生に感動。

SUN MON TUE WED MU  FRI SAT 

8/23 24 25 26 27 28 29 

本 隕頃1日）

30 31 9/1 2 3 4 5 

本 (ll!28)

6 7 8 ， 10 11 12 

本会一揖（質纂問38) 本会―繕（第4』B) 本一謂償5日）本会一謂般（質第閤6日） 委紐

13 14 15 16 17 18 19 

委員会 委員会 委円会 委羹会 委只会

20 21 22 23 24 25 26 

委負会 委貝会

27 28 29 30 10/1 2 3 

本 謂償7日）

厘l園堕
► いつも最後の編集後記までお読みいただきま
して誠にあリがとうございます。梅雨が明けて

最も暑い時期がやってまいりましたが、水分補

給 ・十分な睡眠・バランスの取れた食事など熱

中症対策を万全にしてお過ごしください。

►今号も広報部会員で知恵を出 し合いながら編
集作業を行い、親しみの持てる広報紙が完成い

たしました。特集ページの「議貝定数と議貝報酬

のあり方」は、私たちを含め多くの人にも関心が

あるテーマであると思いますので、ぜひともご
覧ください。

（広報部会員 出口雅之）

※午前9時30分から開会します。

馴仙噌翡翡厨軋
甲賀市内で撮影された風景、各種イヘノトなと、
甲賀市の「今」を映し出す写真をご応募ください！

※QRコードは僻デンソーウェープの登録商標です。

■漏，,I=■
令和8年11月1日発行
甲賀市議会だより第88号

応募の詳細は

こちら ►


